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物  質  名 ジブチルスズ二酢酸 ＤＢ－25 
別  名 ジブチルスズジアセテート 構 造 式 

 

CAS番号 1067-33-0 
PRTR番号 第 1種 176（有機スズ化合物として） 

化審法番号 － 

分子式 C12H24O4Sn 分子量 351.01 
沸点 130℃（2 mmHg）1) 融点 10℃ 2) 
蒸気圧 3.01×10-3 mmHg（25℃、推定値） 3) 換算係数 1 ppm = 14.36 mg/m3（25℃） 
分 配 係 数（log Pow） 0.81（推定値）4) 水溶性 6 mg/L（20℃、実測値）5) 

急急急    性性性    毒毒毒    性性性    
 
 動物種 経路 致死量、中毒量等  
 マウス 経口 LD50 46 mg/kg 6)  
 ラット 経口 LD50 32 mg/kg 6)  

 

中中中    ・・・    長長長    期期期    毒毒毒    性性性    

・ラットに 0、0.007、0.01、0.0145、0.0215、0.0315％の濃度で 4 週間混餌投与した結果、0.01
％以上の群の雌雄で体重増加の抑制がみられたが、雄では濃度に依存したものではなかった。

なお、0.007％以上の群で生存率への影響はなかった 7) 。 
・ラットに 0、3.3、6.7 mg/kg/dayを 78週間混餌投与した結果、6.7 mg/kg/day群の雄で生存率の
著明な低下を認め、試験期間を通して体重増加の抑制もみられたが、3.3 mg/kg/day以上の群
の雌雄で肝臓、腎臓等の諸器官の組織で影響はなかった。なお、6.7 mg/kg/day群の雌の組織
標本の一部がミスで失われた 7)。この結果から、NOAELを 3.3 mg/kg/dayとする。 

・マウスに 0、0.0017、0.0025、0.0037、0.0055、0.008、0.0255、0.0375、0.065％の濃度で 4 週
間混餌投与した結果、0.0017％以上の群で生存への影響はなかったが、0.0375％以上の群で被
毛の粗剛化、円背位姿勢がみられた。また、0.0375％以上の群の雄では体重増加の抑制（10
％程度の低下）もみられたが、雌では 0.0375％群では対照群と同程度、0.065％群では対照群
よりも重かった 7) 。 

・マウスに 0、9.9、19.8 mg/kg/dayを 78週間混餌投与した結果、19.8 mg/kg/day群の雄で試験期
間を通して体重増加の抑制がみられ、雌で生存率の著明な低下を認めたが、9.9 mg/kg/day以
上の群の雌雄で肝臓、腎臓等の諸器官の組織で影響はなかった 7) 。この結果から、NOAEL
を 9.9 mg/kg/dayとする。 

生生生    殖殖殖・・・発発発    生生生    毒毒毒    性性性    

・ラットに 0、3.3、6.7 mg/kg/dayを 78週間混餌投与した結果、3.3 mg/kg/day以上の雌の群の子
宮で嚢胞性やポリープ状の過形成等がみられたが、用量に依存したものではなかった。なお、

6.7 mg/kg/day群の雌の組織標本の一部がミスで失われた 7) 。 
・マウスに 0、9.9、19.8 mg/kg/dayを 78週間混餌投与した結果、9.9 mg/kg/day以上の群の生殖
器官に影響はなかった 7) 。 

・ラットに 15、30 ㎎/kg/dayを妊娠 7日、8日、9日のいずれか 1日に強制経口投与した結果、
15 mg/kg/day以上の群の外表系、骨格系の奇形の発生率は妊娠 8 日に投与した場合に最も高
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く、30 mg/kg/day群では妊娠 7日に投与した場合にも発生がみられたが、妊娠 9日の投与で
はみられなかった。また、ラットに 0、5、7.2、10.5、15.2、22 mg/kg/dayを妊娠 8日に強制
経口投与した結果、母ラットの体重、胸腺重量、胎仔の生存数等への影響はなかったが、15.2 
mg/kg/day以上の群の胎仔で頸肋、22 mg/kg/day群の胎仔で下顎裂、下唇裂、舌小帯短縮、頭
蓋形成不全、下顎骨固定不全、癒合肋骨等の発生率の有意な増加を認めた 8) 。この結果から、
NOAELを 10.5 mg/kg/dayとする。   

・ラットに 0、1.7、5、10、15 mg/kg/dayを妊娠 7日から 17日まで強制経口投与した結果、5 mg/kg/day
以上の群で胸腺重量の減少、15 mg/kg/day群で体重増加の抑制に有意差を認め、胎仔では 10 
㎎/kg/day以上の群で低体重、15 mg/kg/day群で生存胎児数の減少、吸収胚の発生率の増加等
に有意差を認めた。また、5 mg/kg/day以上の群で頸肋の増加、10 mg/kg/day以上の群で下顎
裂、下唇裂、舌裂等の外表系奇形の増加、下顎骨固定不全、癒合肋骨等の骨格系奇形の増加

に有意差を認めた 9) 。この結果から、母ラット及び胎仔の NOAELを 1.7 mg/kg/dayとする。 
・ラットに 0、80 μmol/kg/day（0、28 mg/kg/day）を妊娠 8 日に強制経口投与した結果、80 
μmol/kg/day群で母ラットの体重、生存への影響、生存胎仔数への影響はみられなかったが、
胎仔で下顎裂、下唇裂、舌小帯短縮や舌裂、脳ヘルニアなどの外表系奇形、下顎骨固定不全、

頭蓋骨形成不全、癒合肋、椎弓の癒合等の骨格系奇形の有意な増加を認めた 10) 。この結果

から、LOAELを 80 μmol/kg/day （28 mg/kg/day）とする。 
・3、7.5、12月齢のラットに、それぞれ 0、7.5、10、15、22 mg/kg/dayを妊娠 8日に強制経口
投与した結果、月齢に依存した体重増加の抑制、妊娠子宮重量の増加の抑制がみられ、7.5月
齢の 22 mg/kg/day群では同じ月齢の対照群と比較して有意差を認めた。また、3月齢の 22 ㎎
/kg/dayでは胚損失率の増加、生存胎仔の低体重、7.5月齢では 15 mg/kg/day以上の群で生存
胎仔の低体重、22 mg/kg/day 群で生存胎仔をもつ母親数の減少、全吸収胚のみられた母親数
の増加、胚損失率の増加を認め、12月齢では 3、7.5月齢に比べて胚の着床数、生存胎仔数が
有意に少なかった。胎仔では、3月齢の 15 ㎎/kg/day以上の群、7.5月齢の 10 ㎎/kg/day以上
の群で外表系奇形（下顎裂、下唇裂、脳ヘルニア等）、骨格系奇形や変異（下顎骨固定不全、

頸肋）の発生数の有意な増加を認めた。12月齢では、15 mg/kg/day群の 1/8匹で下顎部の奇
形や頸肋がみられたのみであった 11) 。この結果から、NOAELを 7.5 mg/kg/dayとする。 

ヒヒヒ    トトト    へへへ    ののの    影影影    響響響    

・ボランティアの手の甲に本物質の溶液（濃度不明）を塗布した結果、影響はなかった 12) 。 

発発発    ががが    んんん    性性性    

IARCの発がん性評価：評価されていない。 

許許許    容容容    濃濃濃    度度度    
 
 ACGIH －  

 日本産業衛生学会 －  
 

暫暫暫    定定定    無無無    毒毒毒    性性性    量量量    等等等    ののの    設設設    定定定    

経口ばく露については、ラットの生殖・発生毒性試験から得られた NOAEL 1.7 mg/kg/day（母
ラットの胸腺重量の減少、胎仔の骨格変異）を採用し、同値を暫定無毒性量等に設定する。 
吸入ばく露について、暫定無毒性量等は設定できなかった。 
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